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国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

第
二
条
が
規
定
す
る
「
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
」
以
外
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
い
か
な
る
差
別
的
言

動
で
あ
っ
て
も
許
さ
れ
る
と
の
理
解
は
誤
り
で
あ
り
、
本
法
の
趣
旨
、
日
本
国
憲
法
及
び
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
人
種
差
別
の
撤

廃
に
関
す
る
国
際
条
約
の
精
神
に
鑑
み
、
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
。 

 

二 

本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
内
容
や
頻
度
は
地
域
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
が
地
域
社
会

に
深
刻
な
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
国
と
同
様
に
、
そ
の
解
消
に
向
け
た
取
組
に
関
す
る
施

策
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
。 



 
三 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
本
邦
外
出
身
者
等
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
を
助
長
し
、
又
は
誘
発
す
る
行

為
の
解
消
に
向
け
た
取
組
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 


